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1. 目的
• Life Trackerを応用して、色々な分野の分析に適用

1. 生活時間データの可視化

• 仮想空間におけるアバターのリアルな行動を表現
➢ 世帯員の関連行動、時間帯別行動

➢ 英語表記や喜怒哀楽のある表現

2. リアルなデータの収集

• 喜怒哀楽のある行動データ

➢ ユーザーが楽しむアプリ

➢ 多種多様な情報の取得
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仕事中心 余暇時間を作る

Me Timeの実現
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2. ジェンダーギャップの要因とその対策

雇用

制度

性別

分業

ビジネ
ス慣行

➢ DXによる相互依存関係への影響度を計る

川口章(2008)『ジェンダー経済格差』勁草書房

業種・職種による
働き方の相違

コロナ禍における現象

在宅勤務

ライフステージ別の
仕事と家庭の両立

DXによるデジタル化

無償労働の共有最適化

ジェンダー平等

行動アプリで
データ収集

達成度の評価



3.テレワーク時における家事労働時間等の実態把握
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https://www.stat.go.jp/data/shakai/2021/campaign/reply/index.html

（調査票の抜粋）
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テレワーク（在宅勤務）の実施の有無別
35～44歳、平日、有業者
テレワーク実施者：
→通勤・通学時間が大幅減少

1. 育児時間が23分、
2. 趣味・娯楽の時間が17分、
3. 食事時間が11分、
4. 休養・くつろぎの時間が10分
5. が長くなっている。

「時間帯別行動」で比較できると、
違いが理解しやすい
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3 Life Trackerによる多種多様な行動分析
• 社会生活基本調査の仕様から大幅な機能拡張
1.生活時間調査20の行動 → 行動の対象を拡大中
2. 24時間96コマ → 1440コマ（1分刻み）
3.夫婦のみの世帯 → 夫婦と子供2人
4.アバターと行動リストを連結 → 喜怒哀楽を追加
5.日本語 → 英語を追加
6.２つの行動比較（2画面）
➢ 夫や妻からの視点からの行動分析

※アプリの開発：株式会社プラージュ
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行動データの作成（EXCEL）

連続した行動は、まとめて入力が可能（日英可）
EXCELでデータ作成することで、多種多様なパターン
を作成、比較できる
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行動データ管理表（EXCEL）

行動を管理
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• 夫と妻の属性と1440コマの行動を登録
• ２つのファイル（夫の視点、妻の視点）で同時に表示
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EXCELファイルでのデータ作成（改訂後）

0時から1分刻み
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• 夫の視点は、夫が入力しているので、喜怒哀楽を含む細かい
行動入力が可能
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EXCELファイルでのデータ作成（改訂後）
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夫婦間の視点の相違１
• 1分刻みにしたことで、夫の行動に「ごみ捨て」が表示可能
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夫婦間の視点の相違２
• 喜怒哀楽は本人のみが入力できる情報
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夫婦間の視点の相違３
• 悲しみから怒りへの気持ちの変化を表現
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最新の日本語・英語切り替えバージョン
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4. デモンストレーション
1. スクリーンショットでは、表現できないところを、

「Life Tracker」で可視化

✓ 必要に応じて、動画ファイルを

 作成

2. 今後の展開

➢ 生成AIによるデータの取得

※時間次第で、デモを実施予定
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Me Time
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ご清聴ありがとうございました。

質問等がございましたら、以下のメールアドレスに連絡願います。

shirakawa.kiyomi@rissho-univ.jp
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